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要要旨旨  

本研究は, 犬猫を対象とした動物リハビリテーションの研究動向を体系的に整理すること
を目的とし, 2013〜2024 年の文献を検索した. 複数のデータベースから犬猫のリハビリテー
ションに関連する論文を抽出し, 疾患の種類、介入方法、評価指標、研究デザインの観点から
整理を行った. 
整形外科疾患と神経疾患に関する研究が大多数を占め, 水中トレッドミル, 運動療法, 電

気刺激療法に関するエビデンスが犬では蓄積している一方, 猫ではストレス反応の強さやハ
ンドリング困難性から, 研究数が少なかった. 
評価方法では歩行分析が標準化しつつあるが, 疼痛評価や筋量測定は統一性に乏しい. 本

稿では, 代表的な文献 1–6 を中心に概説し, 今後の課題として介入方法の標準化, 猫特化型
リハビリモデルの構築, およびランダム化比較試験の実施の必要性を指摘した. 鳥取臨床科
学 14(1, 2), 37-40, 2025 
 
Abstract  

This study aimed to systematically organize recent research trends in canine and feline rehabilitation 
by reviewing literature published between 2013 and 2024. Relevant articles were extracted from 
multiple databases and examined in terms of disease categories, intervention methods, assessment tools, 
and research designs. The majority of studies focused on orthopedic and neurologic conditions, with 
substantial evidence supporting the use of underwater treadmill therapy, therapeutic exercise, and 
electrical stimulation in dogs. In contrast, studies involving cats were limited, primarily due to their 
strong stress responses and difficulties associated with handling. Although gait analysis has become 
increasingly standardized as an assessment method, considerable variability remains in pain evaluation 
and muscle mass measurement. This review provides an overview of representative studies [1–6] and 
highlights future issues, including the need for standardized intervention protocols, the development of 
feline-specific rehabilitation models, and the implementation of randomized controlled trials. Tottori J. 
Clin. Res. 14 (1, 2), 37-40, 2025 
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なることから, 実際の施設の状況との誤差が生じている. 本調査では, 滋賀県内の社会福祉施設の
実態の傾向を把握することができたと考えるが, 福祉用具の導入や利活用状況の割合を単純に示
すことは難しいと考える. 今後は, 施設ごとの腰痛予防対策のとりくみ状況や福祉用具の導入状況
を追跡調査し, 腰痛予防対策や福祉用具の利活用が推進できる支援をしたいと考えている.  
6. 結結語語  

施設にとって, 新たな介護人材確保と同様に重要なことは, 施設の利用者の満足度と介護職員
の働きやすい職場環境であり, 介護職員の定着である. 施設の利用者, 施設（介護職員を含む）, 地
域にとっても良いと考えなければ, 福祉用具の導入は難しい. 滋賀県内の施設においては, 腰痛予
防対策, 及び福祉用具の推進には, 施設管理者や事業者への「腰痛対策指針」を含む情報提供や福
祉用具の利便性等に関する研修会が重要であると考える.  

また, 本調査で得た研修参加の希望者が多いという結果は, 介護職員のノーリフトケアの技術
の習得意欲が高く, それが強みである. この強みを生かして腰痛予防対策を支援していきたい. ま
た, 施設管理者から腰痛予防対策を進めたくてもどのようにしたらよいのかがわからない等の意
見もあった.  

ノーリフトケア研修等に参加して福祉用具の知識と技術を取得しても施設に福祉用具がない

という状況や, 介護現場の環境が整備されない状況が続けば, 腰痛や身体的負担等で離職する人が
増え, 介護人材不足はさらに深刻な状況になる. それゆえ, 施設管理者研修と同時進行する形で, 介
護職員への知識と技術の向上を目的とした研修会等の実施が急がれる.  
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